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５． 平成23・24年度の取組み  10の主要施策 

１ 学部等教育の改善
―学部等教育改善委員会の設置（平成23年度）

学部等の目的、ＤＰ、ＣＰ、ＡＰ、科目ナンバリング制
カリキュラムの整理（学位プログラム）、ラーニングアウトカムの測定手法開発

・ＷＧの設置
・カリキュラム・コーディネーターの配置

２ 大学院教育の改善
―大学院教育改善委員会の設置（平成23年度）

定員充足率の向上策、研究科の目的、ＤＰ、ＣＰ、ＡＰ、科目ナンバリング制
カリキュラムの整理（コースワーク・リサーチワーク）、教育体制の整備、
ラーニングアウトカムの測定手法開発

・調整ＷＧの設置
・文系大学院再編小委員会の設置
・国際環境工学研究科再編小委員会の設置
・マネジメント研究科再編小委員会の設置

３ ＩＣＴ整備検討
―情報総合センターの設置（平成23年度）

ＩＣＴ整備のあり方（学習支援、教育支援）
（仮称）情報メディアセンター構想、教育開発支援室との連携

４ 北方・ひびきの連携プロジェクトの設置（平成23年度）

教育面での連携（北方キャンパス環境教育での連携、文系分野の国際環境工学部との
連携等）、学生交流等（学園祭、スポーツフェスタ、課外活動等）

５ 環境技術研究所の設置（平成23年度）

環境科学技術に関する研究機能の拠点化、事業内容、組織構成

６ リスクマネジメント検討委員会の設置（平成23年度）

リスクの洗い出し、対応案の検討、組織体制の整備検討、マニュアル作成、既存組織
（情報セキュリティ委員会、人権ハラスメント委員会等）との関係を整理

７ 環境教育プロジェクトの設置（平成23年度）

北方キャンパスにおける副専攻環境ＥＳＤ教育プログラムの作成

８ 英語演習プロジェクトの設置（平成23年度）

各学部における英語演習プログラムとして副専攻Global Education Programの作成

９ 認知度向上プロジェクトの設置（平成23年度）

本学の強み・弱みを踏まえ、ブランド力・認知度向上の方向、そのための戦略を作成

１０ 北九州市立大学創立70周年記念事業実行委員会
の設置（平成24年度予定）

平成28年度が本学の創立70周年に当たるため、その5年前に実行委員会を立ち上げ、
準備を進める
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◎トップの姿勢 「第二次カリキュラム改革を実行する！」

６． ３つのポリシー策定と第二次カリキュラム改革（１）

中期目標 社会で活躍できる
人材を養成

学位授与の方針、教育課程編成・実施の方針、入学者受入れの方針の
３つの方針を明確にし、教育の質の向上に不断に取り組む

中期計画 ① 教育目的・学位授与方針の策定・発信
② 教育目的、学位授与方針の達成に向けた教育課程編成・実施方針の策定
③ 体系性・順次性を重視した教育課程の改善
④ 入学者受入れ方針の明確化・発信

◎学長・副学長のイニシアティブ
※時限的な推進組織の設置 （平成23年4月）

学 長

副学長

学部等教育
改善委員会 ５学部（１４学科）

１学群（１学類）

基盤教育センター
・ 学部・学群長
・ 基盤教育センター長
・ 入試広報センター長
・ 教務部長
・ 学生部長
・ キャリアセンター長
・ 図書館長
・ 情報総合センター長

・学科等の推進担当者
・２０名

カリキュラム・
コーディネーター

● 期限の明示 平成２５年度新カリキュラムスタート
● 改革方針の提示

・３つの方針の策定方針、手順
・ＤＰを起点とした科目の見直し

（削減と強化、必修科目化）
・教育責任（非常勤削減）

● 学部等の実施状況等のチェック

すべての学科等に配置

双方の調整、学科等作業サポート

事務局：経営企画課

委員会が提示する
方針案の策定等

ワーキンググループ

（学長指名11名）
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６． ３つのポリシー策定と第二次カリキュラム改革（２）

① 教育目的の検証・見直し

② ＤＰの策定方針の提示

③ ＤＰの策定

① カリキュラム・マップづくりの指示

② カリキュラム・マップづくり

気づき
・１つ１つの科目の学習目的
・ＤＰに関連する科目がない、又は
関連科目があっても
必修科目でない など

１
教育目的の検証・見直し
学位授与方針（ＤＰ）の策定

学
部
等
教
育
改
善
委
員
会

２-①
カリキュラムの検証～各科目
の学習目的の明確化

各学科等のカリキュラムコーディネーター

全学ＤＰの策定
本学を卒業する学生が
身につけておくべき力

《同時進行》

整合性

２-②
カリキュラムの検証～体系性
・順次性の明確化

① カリキュラム・ツリーづくりの指示

② カリキュラム・ツリーづくり

この作業の段階で、
教員間にＤＰの重要性が
浸透してきた印象

学
長
面
接

３
新カリキュラムの編成の最終
調整

学長・副学長・教務部長 学部長・学科長・カリキュラムコーディネーター等

●改革方針に沿ったカリキュラム改編案となっているか検証→必要な指導・助言等を行う。

第２次ヒアリング ■ 再調整を要する学科等
■ のべ ３．５時間

第１次ヒアリング ■ 全学部学科等
■ のべ ７時間

① ＡＰ検証の視点の提示

② ＡＰの検証・見直し

① ＣＰの策定方針の提示

② ＣＰの策定

学
部
等
教
育
改
善
委
員
会

５
入学者受入れ方針（ＡＰ）の
検証・明確化

４
教育課程編成・実施方針
（ＣＰ）の策定

学部等教育改善委員会

各学科等のカリキュラムコーディネーター

各学科等のカリキュラムコーディネーター

各学科等のカリキュラムコーディネーター

学部等教育改善委員会

学部等教育改善委員会

学部等教育改善委員会

各学科等のカリキュラムコーディネーター

学部等教育改善委員会

各学科等のカリキュラムコーディネーター 各学部等の入試委員
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● 方向性  教養（基盤）教育の充実、教員の適正配置

● 強 化  肥大した専門科目のスリム化
 基盤教育センターの設置…教員３７名を異動
 外国語教育の充実
（基盤教育センターによる実践的な英語教育

→少人数・到達度別クラス編成、TOEICの活用等）
（外国語学科英語専攻・中国語専攻

→英米学科・中国学科へ昇格）

● 削減・新設  既存学部の開講科目の平準化と削減（127科目削減）
 基盤科目の充実…科目の増設（31科目増設）

● 教育責任  非常勤科目の削減 （約20%削減）

６． ３つのポリシー策定と第二次カリキュラム改革（３）

第二次カリキュラム改革 （H25)

 教育の質の向上を目的とした質的改革

 DPに基づく体系性・順次性の確立
（必須科目化、カリキュラムマップ、カリキュラムツリー）

 キャリア教育の充実
（科目の新設、選択必修科目化） ※北方キャンパス

 英語教育の充実
（必修単位数の増加、科目の新設等） ※ひびきのキャンパス

 震災を踏まえた安全・防災関連科目の充実
（科目の新設等） ※建築デザイン学科

 科目の廃止（約170科目）
 必修科目化（26科目）
 科目の新設（約140科目）
 配当年次の変更（約180科目）

 非常勤科目の削減 （約30科目）

第一次カリキュラム改革 （H19）

体系性・順次性を
考慮した科目の見
直し
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７． 副専攻の設置  (1)Global Education Program
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